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5.9 

11.9 

7.1 

9.5 

2.4 

42.4 

35.7 

50.0 

15.3 

19.0 

11.9 

8.2 

16.7 

12.9 

9.5 

16.7 

4.7 

7.1 

2.4 

3.5 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

全体

男性 

女性 

女性は家事・育児に専念した方がよい 
結婚出産まで働き、その後は家事や育児に専念した方がよい 
結婚出産後は家事育児に専念し、子どもの手が離れたら家庭に影響を与えない程度に働く方がよい 
結婚出産後は家事育児に専念し、子どもの手が離れたらもとのように働く方がよい 
結婚出産後は家庭に影響を与えない程度に働きつづける方がよい 
結婚や出産にかかわりなく働き続ける方がよい 
わからない 
無回答 

就労について 
 
・ 女性が社会に出て働くことと家庭との関係について聞いたところ、「就労継続派（家庭に

影響を与えない程度に働き続ける及び結婚や出産にかかわりなく働き続ける）について、

女性は33.4％、男性は9.5％であり、「家事・育児専念派（家事育児に専念及び結婚出産

まで働きその後家事育児に専念）」は、女性は2.4％、男性は21.4％である。 

・ 一方、「就労中断派（子どもの手が離れたら家庭に影響を与えない程度及びもとのように

働く）」は女性61.9％、男性54.7％と男女とも半数を越え、「就労継続派」「家事・育児

専念派」と比べると男女の差が小さいといえる。 

・ 現在就労している方へ女性が働きやすい環境にあると思うかとの問いに対し、「大変働き

やすい」「ある程度働きやすい」は女性57.1％、男性37.5％と大きな差が見られる。し

かし、「働きにくい」「大変働きにくい」の割合は女性28.6％、男性 29.1％であり男女

差が見られなかった。 

「働きやすい」理由について聞いたところ、女性は「社会通念の変化」23.8％、「昇進・

教育訓練などの男女の差別的扱いが無くなってきている」19.0％の順であり、男性は「労

働条件が整っている」と「家庭の理解・協力が得やすい」が21.1％、「働く場が多い」が

15.8％の順であった。 

・ 仕事の両立については「できていると思う」の割合が女性26.2％、男性28.6％となって

おり男女差は見られない。「配偶者はできているか」の問いには女性14.3％、男性21.4％

が「できている」と回答している。一方、「できていない」と回答したのは女性 16.7％

であり、男性は回答０件であった。 
 
問２１ 女性が社会に出て働くことと家庭との関係についてどのようにお考えですか。 

（Ｎ＝８５） 
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27.8 
11.1 

22.2 

5.6 
5.6 

27.8 

26.9 
3.8 

23.1 
11.5 

7.7 
0.0 

7.7 
3.8 

15.4 

0.0 

0.0 
0.0 
0.0 
0.0 

0.0 

0.0 

0.0 
0.0 

0% 10% 20% 30% 
その他 

採用してくれるところがない 
年金・その他の収入で満足している 

働きたいとは思わない 
家事・育児に専念している 

子どもに手がかかる 
給料の良い仕事がない 

近いところによい仕事がない 
自分に向いている仕事がない 
病人・高齢者の世話をするため 
自分の健康状態が良くない 
家族の理解が得られない 

男性 
女性 

1 3 . 2 
7 . 9 
2 . 6 

1 0 . 5 
1 5 . 8 

2 . 6 
2 . 6 

1 0 . 5 
3 4 . 2 

0 . 0 

0 . 0 

0 . 0 

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 

 

2 . 9 
2 . 9 
2 . 9 

1 7 . 1 
5 . 7 
2 . 9 

1 1 . 4 
5 4 . 3 

0 . 0 
0 . 0 

0 . 0 

0 . 0 

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 6 0 % 

問２２ 現在働いてない方にお聞きします。あなたがお仕事についていない理由は何ですか。

（複数回答・Ｎ＝４４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２３ 「家族の理解が得られない」方にお聞きします。ご家族の中であなたが働くことに

一番反対するのはどなたですか。 
※「家族の理解が得られない」の項目の回答は０件であった。 

 
問２４ 現在働いている方にお聞きします。あなたが働いている主な理由は何ですか。 

（複数回答） 
 

女性                        男性 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生計を維持するため 

老後の蓄え 

技術・知識を身に付け生かすため

交友関係を広げるため 

自分の自由になるお金が欲しい 

働くことは当たり前だから 

社会に役立ちたい 

時間的に余裕があるから 

今の仕事が好きだから 

家業（自営業）であるから 

その他（具体的に）

わからない 
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1 4 . 3 

4 . 8 

2 3 . 8 

4 7 . 6 

9 . 5 

0 . 0 

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 

0 . 0 

 

8 . 3 

1 2 . 5 

8 . 3 

2 0 . 8 

3 3 . 3 

4 . 2 

0 % 1 0 % 2 0 % 3 0 % 4 0 % 5 0 % 

1 2 . 5 

 

0.0 

21.1 

10.5 

5.3 

10.5 

5.3 

21.1 

10.5 

15.8 

4.8 

14.3 

23.8 

9.5 

19.0 

0.0 

9.5 

4.8 

14.3 

0% 10% 20% 30% 
その他（具体的に） 

家族の理解、協力が得やすい 

「男は仕事、女は家庭」という社会通念が変化してきている 

結婚・出産退職の慣行がない 

昇進、教育訓練などに男女の差別的扱いが無くなってきている 

育児施設が十分整備されている 

労働条件が整っている 

能力発揮の場が多い 

働く場が多い 

男性 女性 

問２５ 現在働いている方にお聞きします。今の社会は女性が働きやすい状態（環境）にあ
ると思いますか。 

 
      女性（Ｎ＝２１）             男性（Ｎ＝２４） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２５－１ 
問２５で「大変働きやすい」「ある程度働きやすい」に○をつけられた方にお聞きします。そ

れはどのような理由からですか。（複数回答・Ｎ＝２１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大変働きやすい

ある程度働きやすい

働きにくい 

大変働きにくい 

どれともいえない 

わからない 

無回答 
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3.4 

6.9 

10.3 

13.8 

6.9 

13.8 

13.8 

13.8 

17.2 

14.3 

0.0 

14.3 

28.6 

0.0 

0.0 

14.3 

14.3 

14.3 

0% 10% 20% 30% 

その他（具体的に） 

上司や同僚によるセクシュアル・ハラスメント（嫌がらせ）がある 

結婚・出産退職の慣行がある 

産休・育児休暇が無い、またはとれる雰囲気ではない 

配置・転勤・異動が多い 

昇給・昇進・昇格・教育訓練などの機会が男女で異なっている 

長時間労働、あるいは深夜業務など、条件的に不利なことがある 

「男は主務職、女は補助職」という傾向がある 

採用の条件で年齢制限や資格の有無などで働く場が限られている 

男性 女性 

 

16.7 

19.0 

16.7 

26.2 

19.0 

26.2 

7.1 

11.9 

19.0 

4.8 

21.4 

11.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性  

市の相談窓口を充実してほしい 
資料の展示、情報提供をしてくれる場がほしい 
職業訓練や、能力開発の場を提供してほしい（託児付きであればなお良い） 
特にない 
わからない 
無回答 

問２５－２ 
問２５で「働きにくい」「大変働きにくい」に○をつけられた方にお聞きします「働きにくい」

のは、どのような原因が考えられますか。（複数回答・Ｎ＝１３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２６ あなたが就職・再就職や転勤を含む労働問題に関することで一番望むことは何です

か。（Ｎ＝８５） 
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28.6 

26.2 

2.4 

9.5 

14.3 

4.8 

2.4 

2.4 

52.4 

57.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

できていると思う できていないと思う どちらともいえない わからない 無回答 

 

50.0 50.0 

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

仕事の責任があるから両立できなくてもやむを得ない 

仕事に支障のない範囲で家庭でも役割を果たした方がよい 
仕事の責任は多少犠牲にしても家族のことを考える方がよい 家庭のことを第一に考えるべきだ 

無回答 

21.4 

14.3 16.7 11.9 

2.4 

76.2 

57.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性 

女性 

できていると思う できていないと思う どちらともいえない わからない 無回答 

 

57.1 14.3 14.3 14.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性 

仕事の責任があるから両立できなくてもやむを得ない 

仕事に支障のない範囲で家庭でも役割を果たした方がよい 
仕事の責任は多少犠牲にしても家族のことを考える方がよい 

家庭のことを第一に考えるべきだ 
無回答 

問２７ あなたは仕事と家庭が両立できていると思いますか。（Ｎ＝８５） 

問２８ 問２７で「できていないと思う」に○をつけられた方にお聞きします。 
それに関するお気持ちとしてあてはまるものは次のどれですか。（Ｎ＝５） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２９ あなたの配偶者は仕事と家庭が両立できていると思いますか。（Ｎ＝８５） 

問３０ 問２９で「できていないと思う」に○をつけられた方にお聞きします。 
それに関するお気持ちとしてあてはまるものはどれですか。（Ｎ＝７） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


